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ネイチャーゲーム体験 
指導実施：フェニックス宮崎シェアリングネイチャーの会 

①初めて顔を合わせたスクール生同士が早く
馴染んでもらうため、動物カードを親子で１枚
選び、そのカードの動物真似をして同じ動物の
親子を見つけて自己紹介をしていきました。 
②動物ヒントゲーム 
③フィールドビンゴ 
④森の美術館 
⑤音いくつ 

麦刈り 
eco スクール麦畑の麦を、稲刈り鎌を握り
しめ一人一列ずつ麦を刈っていきました。
麦刈りが終わったら稲を紐で束ねグラン
ドにケサ掛けし、麦をグランドで乾燥させ
ます。スクール生のほとんどは麦刈り初体
験、少しずつ刈ったり、まとめてたくさん
刈ったり、上部分で刈ったりとさまざまで
すが、頑張って刈り束ねました。 

麦脱穀＆籾摺り 
脱穀には千歯と足踏み脱穀機を使います。
籾摺りは手でおこない、唐箕で風選（風を
使って実と殻を分ける）をします。 
 初めて足踏み脱穀機を使うので、最初は
脱穀用ドラムが上手く回転しませんでし
たが、すぐに慣れてスムーズに脱穀がすす
みました。脱穀が終わってから、手で籾摺
りして、唐箕で風選していきました。 

昆虫観察 
講師：新開孝さん（昆虫写真家） 

普段気にとめていなかったのに、よく観察する
と多種多様の昆虫が生息しています。新開さん
が、見つけた昆虫の名前や生態などを説明。そ
んな中、今羽化した蝶（ゴマダラチョウ）を見
つけました。まだ飛ぶことができず、羽をゆっ
くり動かして飛び立つ準備をしています。皆で
しばらく観察していると飛び立って行きまし
た。雨の中でも、昆虫たちは活発に活動をして
います。 

竹イカダで河川清掃 
６月に作成したイカダ。子供だけで乗船した
り、親子で乗船したりとそれぞれ竹イカダに乗
って川を下りながら河川のゴミを集めました。
ゴムボートも２隻あり、竹イカダに乗船しない
大人が乗って、大きなゴミを運んでもらいまし
た。なかには泳ぎながらゴミ集めをするスクー
ル生もいました。日差しがさほど強くなく、川
の水量も少なく、コンディションは上々の中、
楽しげな声が川に響いていました。イカダに使
用した竹は、粉砕して麦畑に蒔いていきます。 

塩づくり 
５班に分かれて、釜戸２口と簡易釜戸３個を使
い、前回汲んできた海水を煮詰めていきます。
最初の火付けで各班とも苦労をしましたが、火
が付くと後はひたすら強火で海水の水分を蒸
発させます。５リッターの海水が１/10の 500cc
になったところで、一回目の濾過をして、にが
りの結晶を取り除きます。再び海水を煮詰めて
いき海水がシャーベット状になったら二回目
の濾過、フィルターに残った物が塩です。 

海水汲みと海岸清掃 
日向市の細島商業港から遊覧船として就航し
ている飛島丸を貸し切って日向灘沖まで海水
を汲みに行きました。飛島丸は遊覧船で、通常
の遊覧コースも周ってもらいました。日向市細
島の風光明媚なリアス式海岸の陸からでは見
ることができない景色を見ることができまし
たし、海と密接に関係している地域の歴史を聞
くこともできました。 
海水汲み後は、海岸の清掃を行いました。 

開校式 
 理事長の「ｅｃｏスクールの体験や学習を通
して自然環境のことを考え守るようになって
欲しい、１年間皆さんと一緒に活動することを
楽しみにしています。」のあいさつとスタッフ
紹介をして、eco スクールがスタートしました。 
《段ボール・コンポスト》 
指導：宮崎県ダンボールコンポストネットワー
ク門川支部 
自宅で生ゴミを堆肥にし、麦畑に使用します。 
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麦畑づくりと環境学習 
次回の eco スクールで麦種を蒔くために、畑の
草とり作業です。半数近く欠席でしたので、畑
の草取り終わるか心配でしたが、出席者の奮闘
で、無事終了。麦畑も３年目となりますから、
抜き易い草に生える草も変わってきています。
草取り終了後に、各スクール生で作っていたダ
ンボールコンポスト堆肥を畑に散布しました。 
午後からは、樹高の測定の仕方と、樹木の二酸
化炭素吸収量の計算を行いました。 
 

野外炊飯 
森の学舎を起点に、北方方面へ向かう道路約
500ｍのゴミ拾いをしました。道路に捨てられ
ている空き缶等をネコ車半分拾い集めました。
あまり車の通らない道なのにゴミが捨てられ
ています。途中、ムカゴを見つけたので、昼食
のご飯にいれるために収穫し、ムカゴご飯を釜
戸炊飯で炊き、自然薯はすりおろしてとろろ
に、椎茸はフライパンで椎茸ピザに、他野菜は
天ぷら・酢の物・お汁に料理していきました。 
 

麦種蒔き 
草取りをした畑の土壌改善のために、竹イカ
ダ、竹林の整備で作った竹チップ・竹粉を、草
取りをした畑に散布してから、鍬で耕していき
ました。その後、くま手で平らにならし麦種を
播く準備をしました。昼食を作っている間に、
麦種を播くための目印となるテープを張り、畦
づくり、麦畑の看板設置をし、テープに沿って
竹へらで播き溝をつけて、一筋に約 30ｇの麦種
を蒔き土を被せていきました。 

牧場体験 
矢北さんちの牛舎に直接集合。eco スクール生
は、矢北さんちの牛舎に来るのは初めてで、半
分が道に迷って集合時間前までに到着できま
せんでした。牛舎体験は、 
①牛の餌やり 
②牛のお世話 
③搾乳 
④バター作りと試食 
⑤牛乳豆腐作り実演と試食 

イチゴ狩り・イチゴで酵母作り 
酵母のためのイチゴを苺栽培農家の松田農園
まで収穫にでかけました。途中、道路のゴミ拾
いをしながらでしたが、積っている雪で道路脇
がまったく見えずゴミ拾いは完全に空振り状
態となりました。この時季は冬と春の収穫の狭
間で、イチゴ狩りは叶いませんでしたが、酵母
で使用する４ｋｇのイチゴを自分たちで手摘
み収穫ができました。 

石臼で小麦挽き 
５月に ecoスクール麦畑で収穫をして脱穀をし
ていた麦を、石臼５台を使って小麦粉に挽いて
いきました。４人一組になってもらい、各々好
きな石臼を選んでもらってスタンバイ。上臼の
小麦投入口から容れる小麦の適正量は、石臼に
よって違いますので、石臼を挽きながら体覚し
てもらうことにして、小麦挽きをスタートしま
した。石臼で挽いた粉は、ふるいで細かい粉だ
けを取り出します。 

パン焼き・環境学習・文集作成・閉校式 
eco スクール最終日は、今まで手作りしてきた
材料を使ってのパン焼きです。自分たちで育て
たイチゴ酵母は弱く、石臼で挽いた小麦粉は粒
があらいため、現代のようなふっくらとしたパ
ンにはなりませんが、自分たちで作ったパンだ
けに味わい深いものになったようです。 
 

                              

                              

                              

                              

                              

 

 

 

 

開校式・ネイチャーゲーム・ダンボールコンポスト作り 5 月 18 日 

麦刈り・麦脱穀作業 5 月 25 日 

昆虫観察・竹イカダ作り 6 月 29 日 

竹イカダで河川清掃活動 7 月 20 日 

海沖で海水汲み・海岸清掃 8 月 24 日 

海水で塩作り 9 月 21 日 

畑づくり（開墾） 10 月 26 日 

麦の種撒き・地区の方の畑で野菜収穫・野外炊飯 11 月 16 日 

酪農体験（矢北さんちの牧場）・石臼で小麦挽き 1 月 18 日 

イチゴ狩り(松田農園さん)・イチゴで酵母づくり 2 月 15 日 

パン焼き・環境学習・文集づくり・閉校式 3 月 1日・2日 
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                       ９団体様のご協力で開催することができました。 
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◇森のコンサート◇ 

 Piano Bass Drum  

 

 

（※１）エコアクション：コーヒーに使用したコップは、国産の間伐材を原料として、健全な森林の維持・管理、環境保全に貢献している間伐材マーク入りの紙コップを使用しました。
マイカップ持参の方は 20 円引として、紙資源の消費を抑えました。カレートレーは、再生原料４０％以上のリサイクル容器を使用しました。トレーからフィルムがはがすことができ、
フィルムだけを捨てるのでゴミの量を減らすことができます。トレーは洗わずに回収できるので水資源を守ることができます。回収したトレーは再生資源としてリサイクルされます。 
水・麦茶用カップは、とうもろこしを原料にしたプラカップを使用しました。石油を使わないので石油資源を節約でき、焼却時のＣＯ２を増やさず、適切な条件下であれば生分解して
堆肥になります。環境に配慮した容器類を使うだけでなく回収までを意識した取り組みがエコアクションです。 
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ƞ ᶧ̱ NPOɵɚɧɱɄȡȠᶧ̱ Ʋ Ʋҥϐᶧ̱ Ʋ̔ Ʋ̀ᶧ̱  Ǔ֓қ׀

特定非営利活動法人子どもの森 協働創出市を主催し、宮崎県（生活・協働・男女参画課）と協働して事業を進めています。 

宮崎県（生活・協働・男女参画課） 協働創出市を委託し、子どもの森と協働して事業を進めています。 
 
■協働創出市に参加した団体の一覧です。                                   敬称略 

県北植物愛好会 コンテナガーデン彩 

宮崎県社会福祉協議会長寿社会推進センター 特定非営利活動法人五ヶ瀬川流域ネットワーク 

宮崎県難病相談・支援センター NPO 法人黄砂防止機構 

特定非営利活動法人国際ビフレンダーズ宮崎自殺防止センター 宮崎県社会福祉協議会宮崎県ボランティアセンター 

門川町役場総務課企画＆企画財政課 魅力のまち発掘プロジェクトすこっぷ 

特定非営利活動法人日向渚を守る会 株式会社アレーテライフイノベーション 

株式会社新旭サービス 延岡チェーンソーアートレンジャー部隊 

特定非営利活動法人ささゆり 連合宮崎 

NPO 法人のべおか健寿ささえ愛隊 全労済宮崎県本部延岡支所 

宮崎ダンボールコンポスト県北支部 特定非営利活動法人のべおかスポーツクラブ 

NPO 法人オーガニック宮崎 みやざき森づくりコミッション  

のびのびフリースペース＆わえん 株式会社マルイチ 

NPO 法人学校支援のべおかはげまし隊 特定非営利活動法人川南町地域活動支援センター 

日向市男女共同参画社会づくり推進ルーム協議会「さんぴあ」 株式会社カイホウ 

エフエムひゅうが NPO 法人福祉支援協会ライフサークル 

宮崎県シェアリングネイチャー協会 フェニックス宮崎シェアリングネイチャーの会 

就労継続支援事業所 B型キャッチボール 社会福祉法人門川町社会福祉協議会 

延岡市経営政策課市民協働係 日向市市民協働課 

特定非営利活動法人リバーシブル日向 日本宇宙少年団延岡分団 

門川町観光協会 延岡ひかりの会 
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http://www.pref.miyazaki.lg.jp/soshiki/kenmin/seikatsu-kyodo-danjo.html
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せ
ん
。
み
ん
な
で
汗
や
知

恵
を
出
し
合
う
こ
と
で
、
想
い
を
か
た
ち

に
す
る
こ
と
が
で
き
明
る
い
未
来
に
近
づ

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

・
協
働
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
で
す
か
？ 

 

協
働
創
出
市
で
、
地
域
社
会
を
よ
く
し

た
い
想
い
を
話
し
同
じ
想
い
を
持
っ
て
い

る
相
手
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
き
っ
と
協

働
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
が
み
つ
か
り
ま
す
。 

（
「
宮
崎
県
と
コ
ラ
ボ
し
よ
！
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
） 

 

ἧǰȉǵ ǯὟῴ ǵӲϐǲǫǋǭ 

 Ǥȓǥȓǵᶧ̱Ӵ ǮǶƲǤǵ ǋș◐ǲǠȒǚǯǵ ǞǜșƲ8 ₴ ǵἧǰȉ

ǵ ǵ Ҳș Ǟǭ ǟǭǋȅǞǦƳʝ Ʋ̔ ȋ̀ǵᶧ̱ǯӲϐǞ ҲǞǦ ǲ

ǶƲὦ ǲ◐ǲǱǪǭǋǖὕ ǓǉȑȅǞǦƳ 

 ֿǟ ǋș ǫȉǵֿṲǓʝ ǲǱǪǭ Ҳȋ˗ ș Ȉǭ ǖǚǯǓƲ᷂ Ḣǵ

ᵂ ǲǯǪǭ ҧǱ ǮǉȑƲὟῴ ǵỖ ˗ ǮǉȒƼӲϐᵀ ̝ σ˗

ƽǓƲἧǰȉǵ ǵ ǟǭǋȒӲϐș᷂ḢǲⅎǙȒǚǯǓǮǔȒ˗ ǮǉȒǚǯ

ǒȐƲἧǰȉǵ ǮὟῴ ɵӲϐɵ ặ֓ ǯӲϐǞǭƼӲϐᵀ ̝ƽș

σǞǭǋȅǠƳ˹₴↓Ǯ ᶥ ǵ σǯǱȑȅǠƳ    ht tp://kyo udo u.info/  

  コラボシスターズ（宮崎県協働イメージキャラクター） 

   

コラボ鏡ちゃん 
協働で必要な機動性を 
イメージしています。 

コラボ玉ちゃん 
協働で必要な柔軟性を 
イメージしています。 

コラボ剣ちゃん 
協働で必要な先駆性を 
イメージしています。 

 

̯ ǹǯȆǜȚǵֶ̝ ǮƲӲϐҍї⁸ǓỒȅȑƲἧǰȉ
ǵ ῇ ʝ ˗ ǓƲʺσ ǉǋǜǫș ǱǋȅǞǦƳ 
ᵂȩɶɇǲȏȒɔɶȷ ᵂǵȋȑ ˗ Ǳǰǲǫǋ

ǭƲƼȆȋǝǔ ǹǊǖȚƽǯƼǒǰǪǻɶƽǲȏȒᾋґș
ְǮ Ȉǭ ǔȅǞǦƳἧǰȉǵ ȷȽɁɓǓȠɄɱȾɶǯǞ
ǭƲᾋґȳɛɶɆș ǱǋȅǞǦƳ 
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手
入
れ
が
さ
れ
ず
放
置
さ
れ
て

い
る
竹
林
を
、
子
ど
も
が
入
り

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
広
葉
樹

の
林
に
再
生
し
、
人
や
動
植
物

に
や
さ
し
い
自
然
環
境
と
水

源
か
ん
養
や
災
害
の
防
止
な

ど
森
林
の
公
益
的
機
能
の
維

持
増
進
を
図
る
た
め
に
、
平
成

21
年
度
か
ら
継
続
し
て
竹
の

伐
採
を
続
け
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
に
伐
採
し
た
竹
林
の
面
積

は
約
０
．
０
５
ｈ
ａ
で
、
１
０
７
本
の
孟
宗
竹

を
伐
採
。
伐
採
竹
は
、
粉
砕
機
で
チ
ッ
プ
に
し

て
堆
肥
作
り
を
兼
ね
て
森
の
学
舎
グ
ラ
ン
ド
の

一
部
に
散
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伐
採
し
た
竹

で
棚
を
作
り
、
棚
に
倒
竹
や
竹
笹
部
分
等
を
積

ん
で
い
ま
す
。 

そ
の
他
に
、
四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ

ス
ク
ー
ル
で
の
竹
イ
カ
ダ
、
昨
年
度
か
ら
販
売

し
て
い
る
竹
炭
・
竹
チ
ッ
プ
・
竹
パ
ウ
ダ
ー
に

も
伐
採
し
た
竹
を
活
用
し
て
い
ま
す
。 

           

  

平
成
25
年
５
月
26
日
は
Ｕ
Ｍ
Ｋ
「
ゲ
ン
キ

Ｔ
Ｖ
」
の
撮
影
が
あ
り
、
松
瀬
地
区
の
方
々
と

一
般
参
加
者
も
含
め
21
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
心
配
し
た
雨
も
降
ら
ず
、
竹
林
整
備
に

は
絶
好
の
日
和
で
し
た
。Ｔ
Ｖ
の
取
材
撮
影
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
の
皆
さ
ん
も

楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
竹

林
整
備
が
初
め
て
だ
っ
た

こ
と
と
、
レ
ポ
ー
タ
ー
も

竹
伐
採
を
体
験
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
い

つ
も
は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を

使
う
伐
採
作
業
は
、
ノ
コ
ギ

リ
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、

ナ
タ
を
使
っ
て
笹
枝
を
落
と
す
の

も
ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
ま
し
た
。 

・
助
成
等
：
国
土
緑
化
推
進
機
構
特
定
公
募
事

業
（
ロ
ー
ソ
ン
緑
の
募
金
事
業
） 

                  

 ■
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
の
下
草
刈
り 

２
０
１
３
年
６
月
15
日 

 

参
加
者
：
門
川
高
校
２
年
生
が
６
人
、
３
年

生
が
13
人
、
教
職
員
１
人
、
子
ど
も
の
森
か
ら

３
人
計
23
人
で
、
昨
年
の
３
月
に
補
植
を
し
た

苗
木
の
育
林
を
目
的
と
し
た
下
草
刈
り
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
で
の
下
草
刈
り
は
、
こ
れ

ま
で
３
年
連
続
で
雨
で
し
た
が
、
今
回
は
途
中

に
雨
が
ぱ
ら
つ
き
ま
し
た
が
、
さ
ほ
ど
濡
れ
る

こ
と
も
な
く
下
草
刈
り
が
で
き
ま
し
た
。
３
月

の
捕
植
を
し
た
高
校
生
の
参
加
が
５
人
あ
り
ま

し
た
。 

 

門
川
高
校
に
８
時
集
合
し
て
、
参
加
す
る
高

校
生
全
員
が
揃
っ
た
と
こ
ろ
で
、
24
人
乗
り
バ

ス
で
Ｇ
Ｏ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
に
出
発
し
ま
し
た
。
バ

ス
の
中
で
横
山
理
事
長
が
、
今
日
の
作
業
の
意

義
と
注
意
事
項
、
こ
れ
ま
で
の
７
年
間
の
Ｇ
Ｏ

Ｃ
Ａ
Ｎ
の
森
の
活
動
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。 

到
着
後
、
記
念
撮
影
と
ス
ト
レ
ッ
チ
、
道
具
の

準
備
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
、
下
草
刈
り

に
入
り
ま
し
た
。
作
業
道
も
草
が
生
い
茂
っ
て

お
り
、
作
業
道
の
草
を
刈
り
な

が
ら
斜
面
上
部
の
捕
植
し
た

場
所
へ
向
か
い
ま
し
た
。
途
中

小
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
本
格

的
な
雨
に
は
な
ら
ず
、
み
ん
な

大
汗
を
か
き
か
き
の
下
草
刈

り
で
し
た
。
下
草
刈
り
終
了
後

に
、
初
め
て
の
参
加
し
た
高
校

生
は
、
看
板
に
名
前
入
れ
を
し

ま
し
た
。 

 

作
業
終
了
後
の
お
楽
し
み

は
、
ピ
ザ
焼
き
と
流
し
素
麺
、

か
き
揚
げ
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
分
か
れ

て
も
ら
っ
て
昼
食
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。
他

に
、
使
用
し
た
造
林
鎌
の
手
入
れ
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
後
か
た
づ
け
も
高
校
生
で
行
い
ま
し
た
。 

 
 

 

 

【 

森
づ
く
り
活
動 

】 
 

延
べ
実
施
日
数
14
日
間
／
延
べ
参
加
人
数
91
人 

 

森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

Ể  
 

ʝ ἧ
Њ
ⅎ П

 

 

■実施日 2013 年度 

4 月 21 日 

4 月 28 日 

5 月 26 日 

6 月 8 日 

11 月 2 日 

12 月 8 日 

1 月 12 日 

1 月 13 日 

1 月 19 日 

1 月 25 日 

1 月 26 日 

2 月 22 日 

3 月 22 日 

 

Ὼ ‖ Ό‒
‍ Ή ῌ᾿

‖ ‍Ή ℅№
↨ῌΉ ῌ”
„᾿ —ῼ⁯”‍‼‚

 ⁵‴ ῀ 
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■知識習得編 9 00    

 9 20          

 13 00        

 15 00         

    

成迫平五郎先生の植物観察 髙木正博先生の講義 

 

  
ṑ  

 

˲  

2014  

4 6  
 

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
森

づ
く
り
活
動
に
継
続
し
て
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
、
森
づ
く
り
活
動
を
自
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
ト
す
る
リ
ー
ダ
ー
的
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成

す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
６
年
目
（
６
度
目
）
の
開

催
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
知
識
習
得
編
と
作

業
体
験
編
に
分
け
て
行
い
ま
し
た
。 

 

知
識
習
得
編 

■
森
づ
く
り
の
た
め
の
森
林
生
態
学 

 

髙
木
先
生
に
よ
る
森
林
生
態
学
は
、
森
林
の

種
類
、
樹
木
の
特
徴
、
森
林
の
種
類
、
森
林
の

持
つ
多
様
性
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
講
義
で
し
た
。

ま
た
、
森
林
を
育
て
る
技
術
、
遺
伝
的
攪
乱
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
な
地
域
に
あ
る
樹
木
で
、
適

地
適
木
と
し
た
施
業
体
系
の
森
づ
く
り
の
重
要

性
を
学
び
ま
し
た
。
森
林
の
も
つ
多
面
的
機
能

を
同
時
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な
森
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
と
思
い
ま
し
た
。 

 ■
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
紹
介 

 

県
内
の
森
づ
く
り
団
体
が
、
ど
の
よ
う
な
森

づ
く
り
を
や
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
森
林
な
ど

を
活
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
学
習
を
し
て

い
る
か
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 ■
県
北
の
森
林
と
自
然
保
護
、
樹
木
・
植
物
観
察 

 

森
の
学
舎
周
辺
を
散
策
し
て
、
講
師
の
成
迫

先
生
か
ら
植
物
の
名
前
や
特
徴
な
ど
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

                                          

  
 

作
業
体
験
編 

■ 

森
づ
く
り
安
全
管
理 

 

森
林
で
の
作
業
で
実
際
に
発
生
し
た
災
害
の

事
例
を
交
え
な
が
ら
、
作
業
時
に
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
作
業
手
順
や
管
理
者
の
講
ず
べ
き

安
全
対
策
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
作

業
前
の
点
呼
点
検
の
仕
方
も
習
得
し
た
の
で
、

さ
っ
そ
く
実
践
で
試
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

■ 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
・
粉
砕
機
等
の
作
業
機
材
の

使
用
方
法
、
作
業
体
験 

 

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
体
験
す
る
た
め
に
、
グ
ラ

ン
ド
に
立
て
た
杉
丸
太
を
立
木
に
見
立
て
、
受

け
口
と
追
い
口
を
作
り
、
蔓
を
残
す
よ
う
に
チ

ェ
ー
ン
ソ
ー
で
切
っ
て
い
き
ま
す
。
一
人
が
丸

太
を
切
っ
て
は
、
そ
の
切
り
口
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
、
思
っ
て
い
る
よ
う
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
使

え
て
い
る
か
を
調
べ
ま
し
た
。
他
に
、
樹
木
粉

砕
機
で
、
竹
の
粉
砕
を
体
験
し
ま
し
た
。 

                      

     

森
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

２
０
１
３
年
10
月
６
日 

             

子
ど
も
の
森
が
加
盟
し
て
い
る
「
み
や
ざ
き
森
づ

く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
」
主
催
の
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

森
林
の
大
切
さ
、
川
の
大
事
さ
の
啓
発
活
動
を
す

す
め
て
い
る
中
村
文
明
さ
ん
は
、
多
摩
川
の
源
流
と

な
る
支
流
の
ほ
と
ん
ど
を
歩
き
調
べ
た
方
で
、
多
摩

川
源
流
研
究
所
の
所
長
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
源
流
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
代
表
で
す
。 

 

そ
の
昔
、
人
口
１
０
０
万
人
の
江
戸
の
水
を
賄
う

た
め
に
多
摩
の
自
然
林
を
徳
川
幕
府
が
守
り
続
け
今

に
至
っ
て
い
る
た
め
、
巨
木
巨
樹
が
一
番
多
く
残
っ

て
い
る
の
が
東
京
都
（
多
摩
川
源
流
域
）
だ
そ
う
で

す
。
当
時
の
政
府
は
森
林
の
大
切
さ
を
十
分
に
解
っ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
現
在
の
政
府
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
木
材
生
産
が
第
一
か
の
よ
う
な
政
策
の
み
が

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

森
は
、
雨
を
貯
水
し
少
し
ず
つ
川
へ
流
し
ま
す
。

川
は
海
へ
と
水
を
運
び
ま
す
。
海
は
水
蒸
気
と
な
り

再
び
森
に
雨
が
降
り
注
ぎ
ま
す
。
森
・
川
・
海
ど
れ

か
が
欠
け
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
水
の
循
環
は
上
手
く

い
か
な
く
な
り
、
私
た
ち
人
間
を
含
む
多
く
の
命
を

育
む
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
次
の
世
代
に
よ

り
良
い
自
然
環
境
を
残
さ
な
く
て
は
と
改
め
て
決
し

ま
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
「
水
は
命
、
森
は
源
、

川
は
絆
」
で
す
。 
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Ȇȋǝǔ ǬǖȑɚɧɱɄȡȠӲ ̝қ ᶧ̱ǯǞǭǵ Ҳ 

場所：宮崎県立図書館２階研修ホール 
事例発表： 

大塚台緑化里山整備実行委員会 、ＭＦＶ会  
講演：全国各地の源流を歩き森と川に学ぶ
～大淀川で育ち源流人生を謳歌する～ 

中村文明さん 

■作業体験編 9 00   

 9 30     

 13 00     

  
横山理事長指導による 
チェーンソー体験 

岩田幸生氏による安全講話 
指差し確認 

 

2014  

5 10  
 

この事業は、国土緑化推進機構の「緑と

水の森林ファンド事業」の支援を受けて

実施しています。 
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門
川
町
教
育
振
興
研
究
会 

２
０
１
３
年
12
月
９
日 

門
川
町
教
育
振
興
研
修
会
に
よ
る

子
供
た
ち
へ
の
五
感
で
感
じ
る
自
然

体
験
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ

ー
ム
と
釜
戸
を
使
っ
て
の
豚
汁
作
り

の
体
験
で
す
。
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
宮
崎
シ
ャ
ア
リ

ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
会
の
２
名
の

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
の
指
導
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
の
森
は
、
森
の
学
舎

の
開
放
と
簡
易
釜
戸
の
貸
与
で
協
力

を
し
ま
し
た
。 

 

子
供
た
ち
は
、
教
室
で
は
体
験
で

き
な
い
自
然
体
験
学
習
が
で
き
た
よ

う
で
す
。 

                  

 

シ
ニ
ア
・
団
塊
世
代
応
援
フ
ェ
アin

延
岡 

２
０
１
３
年
11
月
13
日 

主
催
：
宮
崎
県
長
寿
介
護
課
・
宮
崎
県 

 
 

社
会
福
祉
協
議
会 

会
場
：
キ
ャ
ト
ル
セ
ゾ
ン
・
マ
ツ
イ 

 

昨
年
に
引
き
続
き
「
シ
ニ
ア
・

団
塊
世
代
応
援
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
延
岡
」

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。 

 
講
演
会
は
、
俳
優
の
阿
藤
快
さ
ん

で
す
。
番
組
取
材
で
出
会
っ
た
人
た

ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
阿
藤
さ
ん

の
パ
ワ
フ
ル
語
り
と
、
楽
し
い
内
容

で
、
聞
い
て
い
て
元
気
に
な
れ
る
お

話
で
し
た
。 

 

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
子
ど
も
の
森

の
他
に
、
地
域
で
活
動
し
て
い
る
「
学

校
支
援
の
べ
お
か
は
げ
ま
し
隊
」
と

「
五
ヶ
瀬
自
然
学
校
」
で
す
。
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

状
況
を
話
し
、
そ
の
後
、
阿
藤
さ
ん

の
質
問
に
答
え
な
が
ら
子
ど
も
の
森

の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
方
式
の
懇
談

で
は
、
５
名
の
方
と
お
話
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

  

 

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
３ 

２
０
１
３
年
12
月
12
日
～
14
日 

 

主
催
：
（
一
社
）
産
業
環
境
管
理 

 
 

協
会
、
日
本
経
済
新
聞
社 

子
ど
も
の
森
の
活
動
を
全
国

に
発
信
す
る
た
め
に
、
東
京
ビ

ッ
ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
た

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
３

に
出
展
し
ま
し
た
。 

 

■
12
月
11
日
（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
ブ
ー
ス
設
営
） 

東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト
に
、
12
時
30
分

に
到
着
し
て
、
昼
食
＆
休
憩
後
に
、

ブ
ー
ス
設
営
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。

あ
る
程
度
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
て
い

た
の
で
す
が
、
実
際
や
っ
て
み
る
と

配
置
が
難
し
く
設
営
時
間
ぎ
り
ぎ
り

ま
で
作
業
を
し
ま
し
た
。 

■
12
月
12
日
（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
初
日
） 

ブ
ー
ス
に
来
て
い
た
だ
い
た
来
場
者

の
方
に
子
ど
も
の
森
の
活
動
を
紹
介

し
た
り
、
ド
ン
グ
リ
・
木
の
実
ク
イ

ズ
に
挑
戦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
る
「
色
え
ん
ぴ
つ
」
が
好
評
、

ド
ン
グ
リ
・
木
の
実
ク
イ
ズ
も
難
し

い
と
い
い
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
他
の
出
展
し
て
い
る
ブ

ー
ス
に
も
見
学
に
行
っ
た
り
、
忙
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

■
12
月
13
日
（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
中
日
） 

今
日
も
ブ
ー
ス
で
は
、
わ
た
し
は
何

の
木
？
ど
ん
ぐ
り
編
、
木
の
実
編
お

こ
な
い
ま
し
た
。
今
日
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
関
係
の
方
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
森
の
妖
精
の
キ
ッ
ト
注
文
、

ド
ン
グ
リ
工
作
の
提
供
な
ど
、
今
後

ど
う
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

■
12
月
14
日
（
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
最
終
日
） 

今
日
の
来
場
者
は
、
土
曜
日
だ
か
ら

で
し
ょ
う
か
家
族
連
れ
が
多
く
ブ
ー

ス
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。 

リ
ー
レ
ッ
ト
、
子
ど
も
の
森
通
信
が

午
前
中
も
な
く
な
り
、
ク
イ
ズ
の
景

品
の
色
え
ん
ぴ
つ
も
底
を
つ
き
、
急

遽
、
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
た
落
ち
葉
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
用
に
準
備
し
ま
し
た
。 

三
日
間
で
、
い
ろ
ん
な
人
と
の
良
い

出
会
い
が
あ
り
、
楽
し
い
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ツ
で
し
た
。 

 
ἶ  
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エコプロダクツ事務局報
告の来場者数は３日間で
169,076 名でした 
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「川をたのしく親しもう」は、今回で５年目（５回目）

となります。この活動は、ネイチャーゲームで、自然を
さまざまな感覚や心を通じて理解し、自然と自分が一体
であることを学び、川あそびをとおして自然の豊かさを
楽しみ、自然の大切さを学ぶ活動です。前々日に激しい
雷雨があり川が濁り増水しましたが、当日はやや水量が
ありましたが、濁りもなくなり、曇り空で日差しも弱く
暑くなく、川での活動にとっては、上々のコンディショ
ンでした 

オリエンテーションで、活動の意義と目的（川と通し
て自然環境の大切さと大事さを考え、きれいな水には森
林が必要であること、川の生き物にはきれいな水が必要
である。）と子どもの森スタッフとネイチャーゲーム指
導者紹介、集合写真を撮影後に五十鈴川での活動に入り
ました。 

ネイチャーゲームと川あそびを通して自然に触れ親
しみます。まずは、全員で「音いくつ」、「ジグソース
トーン」を行いました。その後、３人のネイチャーゲー
ム・リーダー毎に、参加者は３グループに分かれて、①
水の流れる音をきいてみよう（川の中でしか聞くことが
できない音を聞きます。）②川虫をさがそう（きれいな
水でしか生息できない川虫を捕まえケースで観察をす
る。）③笹舟をつくって流そう（川の流れを感じます。）
を順番に楽しみました。「川の宝さがし（生き物探し）」
と「あめんぼうの旅（川流れ）」川の宝探しは、川に住
んでいる多種多様な水生生物を探して、水が豊かである
から多くの命が育まれていることを気づいてもらうこ
とが目的です。「あめんぼうの旅」は、両手両足を広げ
体の力をぬいてプカプカと川を流れて遊びました。 

お昼は流し素麺です。素麺の他に、ゼリーやキュウリ、
トマトも流しました。スタッフの作ったかき揚げと自分
専用に作った竹おわんを使って、素麺を食べました。 

ṻ ₀Ω╒∕‚ ‍  

◇
わ
ぃ
Ｗ
ａ
ｉ
Ｔ
Ｖ 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル 

開
校
式
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム 

２
０
１
３
年
５
月
21
日 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル
昆
虫
観
察 

２
０
１
３
年
６
月
29
日 

エ
コ
フ
ェ
ス
タ 

 
 

２
０
１
３
年
９
月
19
日 

◇
テ
レ
ビ
宮
崎
◇ 

妖
精
の
森
（
竹
林
の
整
備
） 

２
０
１
３
年
５
月
26
日 

◇
Ｍ
Ｒ
Ｔ
ラ
ジ
オ
◇ 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル
麦
刈
り 

２
０
１
３
年
５
月
25
日 

◇
宮
崎
日
々
新
聞
社 

エ
コ
フ
ェ
ス
タ 

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
自
然
を
楽
し
む 

２
０
１
３
年
９
月
17
日
付
20
面 
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25

 

 

＊
宮
崎
県
森
林
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
（
宮
崎
県
森
林
環
境
税
） 

 
 

妖
精
の
森
の
竹
伐
採
（
竹
林
の
整
備
）
、
高
校
生
と
の
五
感
の
森 

補
植
作
業
へ
の
一
部
助
成 

 

＊
緑
の
募
金
特
定
公
募
事
業
（
国
土
緑
化
推
進
機
構
緑
） 

 
 

妖
精
の
森
の
竹
伐
採
（
竹
林
の
整
備
） 

 

森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
（
森
林
環
境
セ
ミ
ナ
ー
） 

 
 ＊

協
働
商
談
会
開
催
事
業
委
託
費
（
宮
崎
県
生
活
・
協
働
・
男
女
参
画
課
） 

 
 

第
４
回
協
働
創
出
市
の
開
催
に
係
る
委
託
費 

 

＊
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
子
ど
も
ゆ
め
基
金 

四
季
を
ま
る
ご
と
体
験
ｅ
ｃ
ｏ
ス
ク
ー
ル 

川
を
た
の
し
く
親
し
も
う 

 

＊
門
川
町
ま
ち
づ
く
り
プ
レ
イ
ヤ
ー
支
援
事
業 

エ
コ
フ
ェ
ス
タ2

0
1

3

＆
森
の
コ
ン
サ
ー
ト
一
部
助
成 

 
 

 

              
 

  
 

 

 

 
 

＊
イ
オ
ン
黄
色
い
レ
シ
ー
ト 

イ
オ
ン
各
店
で
の
黄
色
い
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
箱

に
投
函
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
金
額
の
１
％
相
当
額
の
物
品

が
活
動
全
般
に
寄
贈
さ
れ
ま
す
。 

 

＊
ろ
う
き
ん
Ｎ
Ｐ
Ｏ
寄
付
（
九
州
労
働
金
庫
） 

 

労
働
金
庫
の
預
金
者
の
方
が
応
援
し
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

へ
、
希
望
す
る
金
額
を
、
希
望
す
る
日
に
、
預
金
者
に

代
わ
っ
て
預
金
口
座
か
ら
寄
付
団
体
の
口
座
に
自
動
振

替
す
る
制
度
で
す
。
１
回
の
寄
付
額
は
、
１
０
０
円
以

上
（
１
０
０
円
単
位
）
で
す
。
４
件
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。 

 

＊
プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
株
式
会
社
に
よ
る
寄
附 

 

＊
個
人
に
よ
る
寄
附 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

2 0 1 4 ₴ ↓ Ҳ ˔ ὑ  平成 25 年度活動への助成・寄附等の報告 
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月 予定/実施日 活 動 名 場 所 

４ 
６（日） 森林環境セミナー（知識習得編） 妖精の森 

２７（日） 総会 森の学舎 

５ 

4/26( 火) ・4/28・4/29( 火)  
4/3( 水) ・5/1( 木) ～6(火) 

森の学舎の施設整備 森の学舎 

１０（土） ｅｃｏスクール３期生同窓会 森の学舎 

１１（日） 森林環境セミナー（実作業体験編） 森の学舎 

２４（土） ｅｃｏスクール（開校式・ネイチャーゲーム体験・麦刈り） 森の学舎 

２５（日） 県北地協まつり 延岡市（妙田緑地） 

３１（土） ｅｃｏスクール（麦脱穀作業） 森の学舎 

６ 

８（土） 学舎草刈り 森の学舎 

１５（日） みやざき森づくりボランティア協議会総会 宮崎市 

２１（土） ｅｃｏスクール（ダンボールコンポスト製作・旗づくり・昆虫観察） 森の学舎 

２９（土） 竹林整備 妖精の森 

７ 

１２（土） ｅｃｏスクール（竹イカダ作り） 森の学舎 

１９（土） 川をたのしく親しもう準備 森の学舎と五十鈴川 

２６（土） ｅｃｏスクール準備 森の学舎と五十鈴川 

２７（日） 川をたのしく親しもう 森の学舎と五十鈴川 

８ ２（土） ｅｃｏスクール（竹イカダで清掃活動） 森の学舎と五十鈴川 

９ 
６（土） ｅｃｏスクール（塩づくり） 森の学舎 

１３（土） 他団体受入 森の学舎 

10 

１１（土） 他団体受入 森の学舎 

１９（日） 竹林整備 妖精の森 

２５（土） ｅｃｏスクール（麦畑づくり） 森の学舎 

11 

１５（土） ｅｃｏスクール（麦畑種蒔き・野外炊飯） 森の学舎麦畑 

１６（日） 竹林整備 妖精の森 

３０（日） 森で過ごそう森に学ぼう 森の学舎 

12 ６（日） 竹林整備 妖精の森 

１ ２４（土） ｅｃｏスクール（牧場体験） 矢北牧場、森の学舎 

２ ２８（日） ｅｃｏスクール（酵母づくり） 森の学舎 

３ 
１４（土） ｅｃｏスクール 森の学舎 

１５（日） 竹林整備 妖精の森 

４ ５（日） 春をたのしもう 森の学舎と周辺 

 


